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第 22 □ 日本臨床救急医学会総会・学術集会開催にあたつて

第 22回 日本臨床救急医学会総会・学術集会

会長 加藤 正哉
和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座 教授

第 22回 日本臨床救急医学会総会・学術集会を会長として和歌山の地で開催させていただくにあたり,ご

挨拶申し上げます。

新元号に変わってこれまで経験したことのない暦上の 10連体があったかと思えば,東京 2020オ リンピッ

ク・パラリンピック競技大会まであと1年あまりと,お祭り好きの日本人にはなんとなく浮き足だった時期

の学会ですが, このワクワクした気持ちが, よりよい方向に向かうきっかけになるような学会にしたいと

思って準備をしてまいりました。地方都市での開催なので,会員の皆様に交通や宿泊など余計な労力をおか

けしますが,個 々の発表や討論が実りあるものになれば,お許しいただけると信 じております。

「救急医療のリアリテイー」というメインテーマに対して,628演題をご応募いただきました。これにプ
ログラム委員の皆様を中心にご提案いただいた指定演題を加え,2日 間で 10の シンポジウムと 13のパネル

ディスカッション,3つのワークショップと共に一般演題 (回演 57セ ッション,ポスター26セ ッション)
をご発表いただきます。専門医制度に対応した共通講習や救急科領域講習,教育講演の他,JPTEC,ICLS,
ISLS,JTASの ブラッシュアップセミナーや多職種が集う本学会ならではの,診療放射線技師,臨床検査技

師,メ ディカルソーシャルワーカー,救急認定薬剤師それぞれの領域講習を組み込んだプログラム構成で

す。多くの演題を応募して下さった会員の皆様に深く感謝申し上げます。

日々の診療,ケ ア,搬送の現場では,「病態の観察やアセスメントの結果から,も っとこうしたらいいと

思うのに, さまざまな理由のためにできない」リアリテイー (ネ ガテイブな現実)と ,「ガイドラインやプ

ロトコルには書かれていないけれども,テームでの対応や多職種連携,新 しい技術の活用などで,こ んなに

できる」リアリティー (ポ ジティブな現実)があると思います。超高齢社会や人生の最終段階における医療
に対する考え方,医療従事者の働き方改革など,救急医療をとりまく環境が大きく変わるなかで,リ アルな

救急医療を再確認し,新 しい時代につながる情報発信ができるよう,会場内外を通して活発な意見交換をお

願いいたします。

特別講演には高野山金剛峯寺第 412世座主,元高野山真言宗管長を務められた松長有慶様に「いのちつな

がる」という題でお話を伺います。人生の最終段階における傷病者に対する医療のあり方を考えるときに,

宗教的な背景を避けて通ることはできません。インド哲学研究者として多くの業績に基づくご講演を伺って,

終末期医療や超高齢社会を考えるきっかけにしたいと思います。もう一つの特別講演には,中央大学文学部

教授の字佐美毅氏をお招きしました。宇佐美先生は日本文学研究者ですが,現代文化としてのテレビドラマ

研究で多くのファンを持つ有名ブロガーです。医療を含めたフィクションの世界を視聴者の立場から研究さ

れているお話を伺い,私たち医療従事者がテレビドラマに感じる違和感を通して,医療のリアリテイーを考

え直すヒントがいただけるかと思います。

和歌山には,高野山や熊野古道を含む世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」や日本三古湯の白浜温泉,三
美人湯の龍神温泉など魅力ある観光資源が満載です。学会終了後は,代謝が克進した脳を休めるために,ぜ
ひ紀伊半島の自然に触れて癒やされて下さい。和み和らぐ和歌山です。

日臨救急医会誌 (JJSEM)2019i22:91 91

麒
刊
炒

ｉ
犠

一
　

　

―
■

´

ｆ



第 22 ・学術集会実行委員 0プログラム委員

会   長  加藤 正哉

副 会 長  坂下 恵治

事 務 局 長  上田健太郎

プログラム委員 (五十音順 )

明石 恵子

児玉 貴光

服部 雄司

峯村 純子

置塩 裕子  川嶋 隆久  小谷 穣治

篠原 純史  関根 和弘  竹下  仁

松島 久雄  間藤  卓  溝端 康光

森村 尚登  安田 康晴

野尻 孝子

今井  寛

佐々木淳一

林  靖之

六車  崇
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日本臨床救急医学会 歴代会長

開催回
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第 1回 小濱 啓次 川崎医科大学 救急医学 1998年 6月 1～ 2日 岡山

第 2回 加来 信雄 久留米大学医学部 救急医学 1999年 4月 20～ 21日 福岡

第 3回 小林 國男 帝京大学医学部 救命救急センター 2000年 4月 27～ 28日 東京

第 4回 野□  宏 愛知医科大学医学部附属病院 高度救
命救急センター

2001年 4月 26ヘン28日 愛知

第 5回 鈴木  忠 2002年 4月 25～ 27日 東京

第 6回 山中 郁男 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 2003年 4月 23～ 24日 横浜

第 7回 杉山  貢 横浜市立大学医学部附属市民総合医療
センター

2004年 5月 14～ 16日 横浜

第 8回 有賀  徹 昭和大学医学部 救急医学 2005年 4月 29～ 30日 東京

第 9回 遠藤 重厚 岩手医科大学 高度救命救急センター 2006年 5月 11～ 12日 岩手

第 10回 石井  昇 神戸大学医学部附属病院 救急部 2007年 5月 17～ 18日 兵庫

第 11回 野□ 英 東京消防庁 救急部長 2008年 6月 7～ 8日 東京

第 12回 横田順一朗 市立堺病院 2009年 6月 11～ 12日 大 阪

第 13回 大橋 教良 帝京平成大学 現代ライフ学部 2010年 5月 31日～ 6月 1日 千葉

第 14回 浅井 康文 札幌医科大学医学部 救急
・集中治療

医学講座
2011年 6月 3～ 4日 札幌

第 15回 木下 順弘 熊本大学大学院 生命科学研究部 侵
襲制御医学分野

2012年 6月 16´V17日 熊本

第 16回 丹正 勝久 日本大学医学部 救急医学系 救急集
中治療医学分野

2013年 7月 12～ 13日 東京

第 17回 鈴川 正之 自治医科大学医学部 救急医学/自治
医科大学附属病院 救命救急センター 2014年 5月 31日

～ 6月 1日 栃木

第 18回 奥寺  敬 富山大学大学院 危機管理医学 2015年 6月 4～ 6日 富山

第 19回 高谷 雄三 福島県医師会 2016年 5月 12～ 14日 ウ百崖ョ
↑田岳ラ

第 20回 坂本 哲也 帝京大学医学部 救急医学講座 2017年 5月 26～ 28日 東京

第 21回 中川  隆 2018年 5月 31日 ^ヤ 6月 2日 愛矢□

第 22回 加藤 正哉 和歌山県立医科大学 救急集中治療医
学講座

2019年 5月 30日ハシ6月 1日 不□歌山
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東京女子医科大学 救急医学講座

愛知医科大学



第 22回日本臨床救急医学会総会 0学術集会 開催概要
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テーマ :救急医療のリアリテイー

加藤 正哉 (和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座 教授 )
坂下 恵治 (独立行政法人りんくう総合医療センター

泉州南部卒後臨床シミュレーションセンター 教育研修企画調整監)

野尻 孝子 (和歌山県福祉保健部 技監 (健康局長事務取扱))

会   期 :2019年 5月 30日 (木 )・ 5月 31日 (金 )・ 6月 1日 (土 )

場 :和歌山県民文化会館 (和歌山市小松原通 1-1)

ホテルアバローム紀の国 (和歌山市湊通丁北 2-1‐2)

和歌山県自治会館 (和歌山市茶屋ノ丁 2-1)

和歌山県庁南別館 (和歌山市小松原通 1-1)

大会 HP:httpi//www2.cOnventiOncojpん sem22/

_[|  ン`、   F:
口日り  =ι  ヽ コヽこ

△
ム

94 日臨救急医会誌 (JJSEM)2019:22:94



主 要 プ ロ グ ラ ム

■ 会長講演

5月 31日 (金 ) 9:00～ 9:40 第 1会場

「救急医療のリアリティー～MEG研究から考えたこと～」
和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座 加藤 正哉

座長              国士舘大学大学院 救急システム研究科 田中 秀治

■ 特別請演

1.5月 31日 (金 ) 13:50～ 14:50 第 1会場

「いのちつながる」

座長

高野山大学 名誉教授/総本山金剛峯寺 第 412世座主 松長
医療法人徳洲会 岸和田徳洲会病院 救命救急センター 篠崎

2.6月 1日 (土 ) 13:40～ 14:40 第 1会場

「フィクションの中のリアリティー～救急医療はどのように描かれているか～」
中央大学 文学部 宇佐美 毅

座長            和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座 加藤 正哉

慶

博

有

正

■ 教育講演

1.5月 31日 (金 ) 15:00～ 15:40 第 2会場

「高齢者の救急医療を考える～ NDBデータから～」
日本医師会総合政策研究機構 上家 和子

独立行政法人労働者健康安全機構 有賀  徹

2.5月 31日 (金 ) 16:10～ 17:10 第 2会場

救急科領域講習 (災害医療)
「頻発する災害を経験した我が国の対策の現状

～防ぎえる災害死回避のための,これまでの取り組み～」
東京医科歯科大学大学院 救急災害医学分野 大友 康裕

座長                 常滑市民病院 救急医療センター 中川  隆

座長

日臨救急医会誌 (JJSEM)2019:22:95-102
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3.5月 31日 (金 ) 17:20～ 18:00 第 2会場

アフタヌーンセミナー
「航空医療にかかわる正しい用語の使い方」

座長

君津中央病院 救命救急センター

埼玉医科大学総合医療センター 高度救命救急センター

共催 :ヒラタ学園

1ヒオ寸 イ申哉

杉山  聡

4.5月 31日 (金) 11:10～ 12:10 第 5会場

救急科領域講習 (外傷診療)
「神経外傷の立場で診る脊髄外傷の病態」

座長

5.5月 31日 (金 )

仙台医療センター 脳神経外科 鈴木 晋介
和歌山県立医科大学 整形外科学講座 山田  宏

17:20～ 18:20 第 5会場

救急科領域講習 (小児救急診療)
「小児 ER診療のTips&Pitfalis」

福井大学医学部附属病院 救急科 総合診療部 林
八戸市立市民病院 救命救急センター 今

寛之

明秀座 長

6.6月 1日 (土 ) 14:50´V15:50 第 2会場

救急科領域講習 (その他診療)
「2018 PADISガイドラインを読み解く」

自治医科大学 医学部 麻酔科学・集中治療医学講座 集中治療医学部門 布宮
座長          自治医科大学附属さいたま医療センター 救急科 守谷

フ.6月 1日 (土 ) 10:00～ 11 :00 第 3会場

伸

俊

救急科領域講習 (外傷診療)
「重症頭部外傷に伴う凝固障害の病態と対応」

独立行政法人りんくう総合医療センター 高度脳損傷・脳卒中センター

座長  富山大学大学院 医学薬学研究部 危機管理医学 (救急・災害医学 )
萩原

奥寺

靖

敬

■ 専門医共通請習

1.6月 1日 (土 ) 16:50´V17:50 第 1会場

感染対策講習会
「シンプルに考える,感染症トリアージ」

日本赤十字社 和歌山医療センター 感染症内科部・救急科部 久保
座長      日本赤十字社 和歌山医療センター 高度救命救急センター 岩崎

健児

安博
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2.6月 1日 (土 ) 8:40´V9:40 第 7会場

■ 領域講習

5月 31日 (金 ) 16:40ヘン17:40

医療倫理講習会
「救急現場における法理解の問題

～特に上位法令の優先と違法性阻却事由について～」

座長

日本医師会総合政策研究機構 細谷 辰之
産業医科大学 救急医学 真弓 俊彦

第 8会場

臨床検査領域講習
「救急診療に求められる感染症検査」

座長

6月 1日 (土 )

川崎医科大学附属病院 中央検査部 河口  豊
大阪医科大学附属病院 中央検査部 久保田芽里

第 4会場16:20～ 17:20

MSW領域講習
「救急認定ソーシャルワーカーの今,これから」

座長

兵庫県災害医療センター 石原  諭
神戸赤十字病院 医療社会事業室 水溜丹都子

6月 1日 (土 ) 16:30～ 17:30 第 6会場

診療放射線技師領域講習
「初期診療におけるX線単純撮影～ランクアップしたいあなたへ |～」

奈良県立医科大学附属病院 中央放射線部 中前
座長                   神戸赤十字病院 放射線科部 新井

■ 日本臨床救急医学会 0日本救急医学会合同企画

6月 1日 (土)      10:10～ 10:40 第 5会場

「入院時重症患者対応メディエーター育成にむけて」
座長 厚労科研 入院時重症患者対応メデイエーターに関する研修検討委員会/

日本医科大学付属病院 高度救命救急センター 横田 裕行

弘
　
一

光

純
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■ シンポジウム

1.5月 31日 (金 ) 9:40～ 11 :50 第 1会場

「高齢化社会まつただ中に求められる救急医療のリアリティー」

座長         社会医療法人行岡医学研究会行岡病院 救命救急科 川嶋 隆久
和歌山県福祉保健部 野尻 孝子

2.5月 31日 (金 ) 16:30～ 18:00 第 1会場

3.5月 31日 (金 ) 9:50～ 11 :50 第 2会場

「病院前患者情報共有の効果と課題」
座長     地方独立行政法人堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 横田順一朗

東京慈恵会医科大学 救急医学講座 武田  聡

4.5月 31日 (金 ) 16:00～ 18:00 第 4会場

市民公開講座
「地域における医療 0介護ヘルスケアBCPについて
～医療・介護に係る災害時レジリエンスの枠組み～」

座長                 独立行政法人労働者健康安全機構 有賀  徹
戸田中央医科グループ 災害対策特別顧問 野口 英一

5.5月 31日 (金 ) 9:40～ 11 :10 第 7会場

「救急・集中治療の薬物療法におけるリア リティー～理想と現実～」

座長                東京医科大学 救急・災害医学分野 織田  順
国立研究開発法人国立循環器病研究センター 服部 雄司

6.5月 31日 (金 ) 14150～ 16:20 第 ア会場

「疾病救急患者診療のリアリティー」
座長

7.6月 1日 (土 )

大阪市立大学大学院 医学研究科 救急医学 清端 康光
山口大学大学院 医学系研究科 救急・総合診療医学講座 鶴田 良介

10:30～ 12:00 第 2会場

「多職種による重症外傷診療システム」
座長 近畿大学 医学部 救急医学教室

独立行政法人りんくう総合医療センター

則

治

佳

恵

尾

下

村

坂
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「救急活動プロトコール改訂のプロセスを共有する」
座長           広島国際大学 保健医療学部 救急救命学専攻 安田 康晴

救急救命東京研修所 研修部 田邊 晴山



8.6月 1日 (土 ) 16:20～ 17:50 第 2会場

「初療における救急看護の倫理を考える」
座長 名古屋市立大学 看護学部 明石 恵子

和歌山県立医科大学附属病院 高野 裕子

9.6月 1日 (土 ) 14:50～ 16:20 第 4会場

「救急認定ソーシャルワーカーのリアリティー」
座長  国立病院機構 高崎総合医療センター 地域医療支援・連携センター 篠原 純史

自治医科大学附属病院 患者サポートセンター 医療福祉相談室 小島 好子

10.6月 1日 (土 ) 10:40～ 12:10 第 5会場

「傷病者の意思に沿つた救急現場での心肺蘇生のあり方に関する提言は

どこまで受け入れられているか」

座長           医療法人医誠会医誠会病院 救急診療センター 丸川征四郎
医療法人社団親樹会 恵泉クリニック/

埼玉医科大学総合医療センター 高度救命救急センター 太田 祥一

■ パネルディスカッシ∃ン

1.5月 31日 (金 ) 15:00～ 16:30 第 1会場

「シミュレーション教育のリアリティー」

座長

2.5月 31日 (金 )

京都橘大学 健康科学部 西本 泰久
愛知医科大学 医学部 シミュレーションセンター 川原千香子

15:00～ 16:30 第 3会場

「バイスタンダーサポート体制」
座長

3.5月 31日 (金 )

岡山赤十字病院 医療社会事業部 石井 史子
国士舘大学大学院 救急システム研究科 田中 秀治

第 3会場16:30～ 18:00

「緊急度判定」

座長 東京大学大学院 医学系研究科 救急科学 森村 尚登
日本大学 医学部 救急医学系 救急集中治療医学分野 櫻井  淳

日臨救急医会誌 (JJSEM)2019:22:95-102
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